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平成27年3月24日（火）第2710回例会　（本年度第32回）

3月31日（火） RI規定休会

4月7日（火） 情報委員会の日（阿蘇司朗君）

4月14日（火） 振替休会（会津若松南RC45周年記念式典4／18（土）

4月21日（火） 会員スピーチ　榎本政規鶴岡市長

Eメール◎tSuruOkaO8＠rid2800．jp

こんにちは。土日に開催された次年度のPETS、

越智さん、武田さんご苦労様でした。

昨日のローターアクトの例会はガバナー公式訪問

でした。池田ガバナー始め当クラブからも多くの会

員が出席しました。現在鶴岡ローターアクトのメン

バーは12名で今年度30歳を迎える会員が4名い

ます。卒業となると在籍メンバーは8名になります。

アクトの最大の課題は会員増強ということになりま

す。皆様の各企業におかれまして、19歳から　30

歳までの従業員がおりましたら、是非ローターアク

トの会員に推薦して下さるようお願いいたします。

前回も言いましたが、4月　26　日鹿児島から　42

名のロータリアン、ど家族がお見えになります。当

方の出欠を確認しています。会員は30名ですが、

家族の出席が少ないようですので、何とか都合をつ

けて出席できるようにしていただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

○ガバナー事務所

2014－15チャリティーゴルフコンペ

開催のご案内

日　時：5月9日（土）

場　所：湯の浜カントリークラブ

参加料：3，000円（チャリティを含む）

プレ一代：10，400円　締切4／18

日本との最初の出会いは、カナダの小さい町で8

歳から始めた柔道でしたが、日本のことは何も知ら

ず、とても遠い国でした。大学で受けた宗教学の仏

教講義が、学部にのめり込むきっかけになりました。

禅の講義で芭蕉の句を学び、涙が出るほど感動した

のを今でも覚えています。

在学中に留学していた現在の妻と出会い、日本で

仏式にて挙式しました。カナダに戻り就職しました

が、学問への熱意から人類学者を目指すため退職、

大学院へと進む決意をしました。

鶴岡を初めて訪れたのは、博士課程の研究テーマ

を探すため、単身日本中を旅していた時でした。月

山からの眺めに感動し出羽三山の山伏を研究するこ

とに決めました。そして昨年の夏、家族と共に1
～2年の現地調査のため、トロントから鶴岡に移

り住みました。住んでみての感想は・・・、「とて

つもなくおもしろい！」です。山伏の伝統だけでなく、

即身仏の歴史、震災被災地との深い関係、新しいモ

ノと伝統の融合、そして奥深い食文化と農業など、
一生かかっても研究しきれないほどの題材であふれ

ています。

私の夢は、庄内の文化を研究する人類学の教授に

なることです。この素晴らしい文化を世界に発信で

きるよう頑張っていきたいと思います。皆様のご指

導の程どうぞよろしくお願い致します。
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1984年カナダ、サフカチュワン洲生まれ。

レスブリッジ大学宗教学部卒業後、来日。1年半、

語学講師として働いた後、仏式挙式で結婚。二人で

カナダに戻り、トレント大学大学院修士課程を経て、

現在はトレント大学博士課程に在籍中。文化人類学

を専攻し、日本の山岳宗教を中心に研究。去年の夏、

羽黒修験道の現地調査のため家族で鶴岡市に移住。

趣味は小さい頃から続けている柔道、ギター、ディ

ジュリドゥ、旅行。

奥山亜紗子（おくやま　あさこ）さん

カナダ留学中に現在の夫、シェーンと出会う。結

婚後、カナダでは介護職についていたが、出産を期

に幼児教育に興味を持ちキャリア変更。現在は和光

幼稚園でアシスタントをしながら修行中。出身は三

重県。

02015－2016年度

鶴岡ロータリークラブ：

クラブターゲット「社会に恩返しを」

○国際ロータリー：

会長　K．R．ラビンドラン氏

2015－2016年度テーマ

「世界へのプレゼントになろう」

Beagi氏

totheworld

○国際ロータリー第2800地区：

ガバナー　酒井　彰氏

基本理念「ロータリーの緑を活かそう」

基本方針「友情の奉仕の再確認、

スタンドからグランドへ」

香呂会報告
出席委員会

◆ゲスト

シェーン・ドールさん、奥山亜紗子さん

◆メイクされた方

青柳孝治君・菅原成規君・武田啓之君

スマイJL童

越智茂昭君　ドールさんありがとうございました。

カナダへは1971年バンクーバーとモントリオー

ルに行きました。懐かしかったです。

菅原成規君　3月1日、華夕美日本海のダンスパー

ティに行って来て、ペア宿泊券が当たりました。

3月14　日、二男の中学校卒業式がありました。

高校に進学する訳ですが、目標を持って頑張って

欲しいと思います。

塚原初男君　候さんの修士学位授与式に出席、感動

させられましたので。

武田啓之君　所用により早退させていただきます。

丸山隆志君　シェーンさんありがとうございました。

（会報第2707号からのつづき）

そこで慌てたRIのスタッフは今年度のゲイリー・

ホアン会長に会員の配偶者を会員として迎えましょ

うという知恵を付けたのです。勿論2013年度の規

定審議会で採択された会員の資格要件の中のハウス

ワイフという項目に無理やり適用させようとすれば、

クリアできない訳ではないのですが、これはロータ

リアンが男性であるという前提であります。何より

も上からの指令、本当の会員増強などできるはずが

ない。これは私の変わらぬ信念であります。

下げ止まりの見えない会員減少の理由は様々あろ

うと思います。会費の問題、女性会員の問題、枠に

はめられた組織に入ることへ消極的な若者の感性の

問題、問題は多様でありましょうが、私が思う最大

の理由、それは我が身を律し、他のロータリアンの

模範となるべきロータリーの真のリーダーの欠如、

これ以外ないと思います。

ポールハリスが言われた実業家は概ね自己教育に

は恵まれていない、ロータリーはそういう欠陥を補

う機会を提供してくれる。ロータリーは最も優れた

成年教育の実験場であり、ロータリーの第一の目的

は親睦と奉仕を通して人を育てることにある。ロー

タリークラブの価値は、そのクラブがいかなる人材

を育てたかによって副られるとウイリアムRロビ

ンスRI会長が言われた人づくりを忘れ、慈善事業

にうつつを抜かしているロータリー、それが一番大

きな理由だと思っています。勿論組織運営を考える

とき会員増強はどの組織にも大切な命題です。この

問題を語るとき、私は20世紀最後のRI会長カルロ・

ラピッツァの言葉を思い出さずにはいられません。

新しい新世紀を通じてロータリーが繁栄するために

は会費を納入するだけの会員はもう必要としません。

ロータリーが今一番必要としているのは、地元の地

域社会や国際社会で鋭意国際奉仕を実践しようとす

る情熱あふれる男女ロータリアンです。世界のロー

タリアンが119万人、日本のそれが12万2千人

の時でした。彼はこう続けました。残念ながら119

万人のロータリアンの70％強は昼食を食べるため

のみに集まってくる会員にすぎません。彼の言葉を

借りるとするならば、当時彼のめがねにかなった

ロータリアンは世界で35万7千人、日本で3万7

千人、今のこの国の会員数でいえば、2万7千人弱

ということになります。彼は、ロータリーの知識の

欠如する会員は私達の組織に害をもたらしかねませ

ん。何故なら……（つづく）


